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 東となみロータリークラブ会報 

     2014-2015年度 No.30 

事務局 〒939-1635 富山県南砺市福光 7336-4福光会館 3Ｆ 

ふくみつ光房内 TEL 0763-53-1333ＦＡＸ0763-53-1334、

inashorc@athena.ocn.ne.jp 

2014-2015年度 会長 坂井彦就 、幹事 岩崎 修 

2014-2015年度 RIテーマ  

 

「ロータリーに輝きを」 

(ゲイリーC.K.ホァン会長) 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

                 例 会 記 録 

第１７５５回例会 

平成 27年 1月 28日(水)ＰＭ0：30 

よいとこ井波 

１．点 鐘  

２．ソング：それでこそロータリー 

 

３．会長の時間：２６、２７日に慰安旅行に行ってきまし

た。４０名の参加者がバス１台で下呂温泉に行き、各

方面からの参加者と合流しました。今回近間にした理

由は、大女将が毎年参加しており昨年まではバスで行

けましたが、今年９０歳となりバスは無理でないかと

いうことで私が母親を乗せて行ってまいりました。大

変な面もありましたが良かったので来年も是非一緒

に行きたいと思っています。下呂温泉は東の草津温泉、

西の有馬温泉と並んで日本三名湯の一つであります。

昨年は草津に行ってきましたので、来年は有馬で決定

かなと考えています。旅館は完全に休みにしていきま

すが、他にいくつかありますお店では社員が抜けて行

くのは難しい。最近は人手不足であり人の確保が中々

出来ない。今年は何とか全員が集まることが出来まし

た。常々社員に言っていますが、全員で行く慰安会は

欠かさずやろうと誓い合いました。最近、慰安旅行の

数が減ったと言いますし、若い人は行きたくないとい

う話を聞きますが、我が社の皆んなは大変楽しみにし

ています。慰安会では、新入社員などが考えて２つの

会社から余興を出してくれます。いつ練習したかなと

思い社員には感謝しています。 

今日はこの後、浅野総一郎の「九転十起交流会、と

なみ野・寒ブリ会」を行いますが、親が氷見のＮＰＯ

法人の九転十起の会であり、我々は３年前につくりま

した砺波支部となります。毎年ですが、ちょうど寒ブ

リの季節ですので、親の会から無償で寒ブリをいただ

いて、解体ショーを行い、しゃぶしゃぶや刺身で頂い

ております。新幹線の開業もあり、益々この会を大事

にしていかなければならないと思っています。関東に

はいくつも浅野総一郎のゆかりの地がありますが、横

浜とは行ったり来たりして交流をしております。新幹

線開業に合わせて今までの交流が実を結べば良いと

思っています。 

 2015-2016年度ロゴ 
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４．幹事報告(坂井会長代理)：①2015-16年度のテーマと

ロゴ：ラビンドラン RI 会長エレクトより、「世界へ

のプレゼントになろう(Be a gift to the world)」②

2015 年 2 月のロータリーレート。１＄＝118 円。③

事務局の阿部さんが、3 月 31 日で「ふくみつ工房」

を退職されますが、その後が決まっていないというこ

となので、事務局を引き続き自宅ででも継続してもら

えないか交渉中で、今月末までに、返事もらうという

ことでしたが、先日、引き続き、自宅にて続けて頂く

ことを承諾いただきましたので報告します。【阿部さ

んより、挨拶あり】 

 

④庄川合口ダム脇のクラブ 30周年記念の看板が、除

雪の関係と思われますが、凹んでいました。市役所に

申し出て、何らかの対応をして頂くよう交渉します。

⑤先程、入会候補に挙がっていました長田神具店さん

が、入会されることを承諾されました。2月の理事会

で承認後、手続きをとらせて頂きます。紹介者の三角

会員にはお骨折りを頂き、有難うございました。⑥例

会の変更については、事務局に確認の事。 

 

５．出席報告(齋藤委員長)：先週、68.42％、本日、19 名

中 12名、66.67％です。例年そうですが、この時期、

出席率が下がっております。一度は全員出席の日を目

指したいと思います。さしあたっては、4月 8日の創

立記念観桜会(松風樓)で。出席率の高いのは、横山豊

介会員、小西会員、三角会員や横山幹会員などは皆出

席で、比較的新しい会員が低いようです。以前は、例

会に出席する義務を古い会員から、良く言われました。

宜しくお願いします。 

 

６．委員会報告：①社会奉仕委員会(中島委員長)：地区ク

ラブ社会奉仕委員長会議が、1月 25日(日)石川県地場

産業振興センターで開催され、出席してきました。50

余りのクラブの参加があり、永田ガバナーから、「ク

ラブのサポートと強化」「社会奉仕…人道的奉仕の重

点化と増加」「公共イメージと認知度を高めよう」と

3つの方針の挨拶があり、地域の人に理解してもらい

会員増強に繋げるという良い循環にもっていきたい、

RCの地域貢献に大いにアピールして欲しいと述べら

れました。その後、各クラブから社会奉仕フォーラム

実施報告があり、突然当日指名があり、東となみ RC

として、先日の「ロータリーデー」とその後のフォー

ラムについて発表しました。内容は配布資料をご覧く

ださい(資料添付あり)②雑誌広報委員会(三谷委員

長)：来週欠席予定なので、「ロータリーの友」が先日

到着しており、早読みした内容の紹介をします。2月

は「国際理解月間」です。外国との内外での交流の様

子が記事になっています。東日本大震災復興の話題も

あります。また、もう一つ、「R 財団」で次年度から

始まる資金モデルの運営の仕組みが載っています。難

しいので、良く読んでみて下さい。③国際奉仕委員会

からのお願い(代理)：書き損じ葉書を集めます。2 月

20日まで。④親睦活動委員会(山本英介委員長)：新年

祝賀会の決算が出ました。10000円を振替させて頂き

ます。 

７．ニコニコＢＯＸ(SAA：本日 4名) 

坂井会長：１月 26-27 日会社の慰安旅行で、日本三名

湯の一つ、下呂温泉に 40 名で行ってきました。

今回も大変盛り上がり、楽しい旅でした。 

浅田会員：卓話、よろしくお願いします。 

中島会員：先々週、元首相吉田茂の懐刀であり、日本

で最もかっこいい男とも評される白洲次郎の墓

がある兵庫県三田市の心月院に行ってきました。

日本の復興に尽力した昭和の侍を偲んでまいり
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ました。 

山本武夫 SAA：先日、東京駅で山本英介会員とバッタ

リ！長崎の友人と本屋でコーヒーを飲んでいる

時でした。いつも寄る店ということでしたが、

私は初めて、ホントに偶然でビックリしました。 

 

 

 

卓話『議員としての雑感』 

浅田裕二会員 

浅田会員：久しぶりの卓話で緊張しています。南砺市が合

併して１０周年が終わり１１年目に入りました。これまで

の市の動きと議会の推移について話をしたいと思います。 

１． 平成１５年４月井波町会議員に立候補：合併に対す

る選挙⇒反対の立場で出馬する。１６人で構成、議

席番号４番当時の議長と口論になり以来一歩線を

引く。最初は砺波広域圏１０市町村で協議⇒砺波が

庄川と合併の協議⇒残りで立ち上げる。合併協議会

が開かれ、財政事情の問題指摘により合併の必要性

を感じ容認する。いまだに町名問題が論議されてい

るが、当時はその論議はなかった。町名を復活する

ことは大変難しい。戸籍を変える気持ちが必要とな

る。 

２． 平成１６年１１月合併に伴い市会議員に立候補：中

選挙区で福光９人、福野７人、井波、城端各５人、

４村は各２人、合計３４名でスタートする。初代議

長は福光の嶋氏以来１１代を数える。歴代議長は福

光４人、井波３人、城端２人、福野１人２期である。

市長福野、副市長井波、収入役上平と地域バランス

により成り立った。 

３． 合併後２回目の選挙：議員定数は、合併協議会で２

回目の選挙は３０人で中選挙区維持とする。次回よ

り大選挙区２４名と僅差で決定する。 

４． ３回目の選挙：旧村１名ずつ、福光７名、福野６名、

井波４名、城端３名で合計２４名となる。１名欠員。

議長９代、１０代は井波、１１代は城端となってい

る。まちづくり条例⇒住民と行政の関わり、議会基

本条例⇒議会のあり方、制定。次期選挙は定数２０

名で行う。 

５． 人口の推移：合併時、砺波市４４，５２１人⇒４９，

４０６人、増加から転じて若干減少傾向である。南

砺市５８，８０１人⇒５３，７９５人、減少に歯止

めがかかっていない。２０４０年問題、特殊出生率

２．０７～人口増加が見込める。南砺市は３万人を

割り込む⇒自然消滅地域として入善町とともに。切

れ目のない地方創生⇒ひと・まち・しごと創り⇒地

域総合戦略を策定する。全国２１地域に、富山県・

富山市・南砺市が選ばれる。南砺市分は１億８千万

円でうる。 

６． 財政の流れ：旧町村合算による４２０億円の一般会

計予算があった。⇒特例により３５０億円前後で１

０年間推移する。砺波市は２３０億円前後で推移し

ている。小矢部市は１３０億円弱で最近は若干増え

気味である。２７年度より５年間で一本査定に入る

合併特例との差は、マイナス４０億円程度地方創生

の意味から７割程度に差が縮減される。 

７． 指定管理の在り方：指定管理は経費縮小のためか。

教育・文化・研究機関など投資対効果の範疇以外の

ものまで適用している。 

８． 現在の重要施策事項：３月１４日の新幹線開通に向

けて観光戦略が突出している。インフラ整備はこれ

までの継承である。地方創生に向けた、ひと・まち・

しごとづくりの創生。 

９． 監査委員として２年目に入り、業務監査、成果指標

の確認、事業の必要性の確認を重点に行っている。 

１０．広域行政：松島浄水場の耐震工事⇒５年かけて３０

億円の工事。ゴミ焼却施設の改築問題⇒新たな建設

場所の選定や他広域圏施設の利用模索など。ほかに

も消防、介護保険、衛生組合などの課題が山積して

いる。(時間切れ、以上) 


